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昨年度，新執行部のスローガンとして掲げた「プロソ日本2001計

画」のもとに，各委員会がきわめて積極的に活動していただき，すべ

ての委員会で変革的検討や具体案作りが進んでいます．今年度はいよ

いよ本格的な実りの年として，引き続き原点である「重点目標6項

目」を再確認し，それに沿った方向で学会・会務活動を積極的に展

開・推進していきたいと えています．

まず， 特定推進研究」の振興は，第106回学術大会からメイン

テーマ，企画講演・シンポジウム・セッション，課題口演発表等に豊

富に盛り込まれ，その展開が始まって早くも会員皆様や歯科界の関心

と注目が集まりつつあり，今回の第107回学術大会では着実に花咲こ

うとしています． 学会・学術情報のグローバル化，英語・英文化」

の重点活動目標は，学術大会プログラム・抄録集の英文併記，英文誌

発行，国際セッション，ホームページ英語版，LetterforMembers

の関連国際学会案内・報告等国際記事掲載，国際フォーラム開催，外国関連学会とのjointやcollabo-

rateの関係を展開し始めています．また，本年10月には念願の英文誌「Prosthodontic Research &

Practice」が発刊されます． 補綴領域への疾患・病名の導入と治療体系の再編」については，改革的

検討，創造的検討が急ピッチで進められており，整合的，統合的でインパクトのある具体案の完成を今

期の必須目標として大きな期待を寄せています． 認定医の増強」についても種々の奨励・増強戦略を

検討しておりますが，本年こそ具体案をできるだけ多く集めて実践しなければなりません． 会員数・

範囲の増強，拡大」は，すでに学術大会での臨床家の興味，関心を高める重点企画や， 臨床口演」

セッションの新設，優秀論文賞に新たに「中堅優秀論文賞 ， 特定推進研究優秀論文賞 ， 課題口演優

秀賞」の増設など新機軸を展開していること，さらに会員範囲拡大として「準会員」を新設したことに

よって今後，会員数の増加が現れてくると思います． 法人化の準備，検討」についてこれまでは情報

収集の段階でしたが，本学会は法人化の条件を大略クリアしていますので，本年度は専門家からさらに

詳細を調査して，具体案を作りたいと えています．

これからも会員皆様のご協力をお願いいたしまして，ご挨拶とさせていただきます．
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